
- 1 - 

 

令和８年度 道路メンテナンス補助 橋梁長寿命化修繕事業 

橋梁定期点検業務委託  

駒ヶ根市 市内一円 

 

第１条 適用 

 

 本特記仕様書は、「令和８年度 道路メンテナンス補助 橋梁長寿命化修繕事業 

橋梁定期点検業務委託 駒ヶ根市 市内一円（以下、「本業務」という。）」に適用す

る。   

なお、本特記仕様書は「設計・測量・調査業務委託関係集 長野県建設部（令和 7

年 10 月改訂）（以下“委託関係集”という）」を補完するものである。また、本特記

仕様書及び委託関係集に明記なき不明な事項は監督員と協議するものとする。 

 

 

第２条 履行場所 

 

 本業務の履行場所は、駒ヶ根市 市内一円とする。 

 

 

第３条 履行期間 

 

 履行期間は、契約の日から入札公告に記載された日までとする。 

 

 

第４条 業務の目的 

 

 本業務は、道路橋について、各部材の状態の把握と記録を行い、道路橋毎の健全性

の診断を行うことを目的とする。 

 

 

第５条 定期点検の体制 

 

道路橋の定期点検を適正に行うために必要な知識及び技能を有する者がこれを行

う。 

状態の把握、健全性の診断において適切な評価を行うために、定期点検を行う者

が道路橋の構造や部材の状態の評価に必要な知識および技能を有することとする。 

本業務管理技術者は以下のいずれかの要件に該当することとする。 

特記仕様書 
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・道路橋に関する相応の資格または相当の実務経験を有すること 

・道路橋の設計、施工、管理に関する相当の専門知識を有すること 

・道路橋の点検に関する相当の技術と実務経験を有すること 

 

 

第６条 使用する技術基準等 

 

 本業務で使用する技術基準等は、次によるものとする。 

・道路橋定期点検要領 令和６年３月 国土交通省 道路局 

・長野県道路橋定期点検要領 令和８年４月 長野県建設部道路管理課 

を準用する。 

 

 

第７条 対象道路橋 

 

 対象施設の規格・型式等により点検内容等に変更が生じた場合または、点検数量に

変更が生じた場合は、その都度発注者と協議するものとする。 

 

第８条 計画準備（ 業務計画書作成 ） 

 

 受注者は、契約後速やかに業務実施体制を整えて、業務上必要な資料収集をし 

たうえ、業務計画書を作成し発注者に提出するものとする。 

業務計画書には下記の事項を記載するものとする。 

① 業務内容 

② 業務実施方法 

③ 業務実施体制 

④ 業務工程表 

⑤ 連絡体制（緊急時含む） 

⑥ 新技術の活用検討 

 

 

第９条 現地踏査 

 

 橋梁定期点検に先立って、現地踏査を行い、橋梁の変状（劣化・損傷等）程度を把

握する他、橋梁の立地環境、交通状況、交通規制の要否、近接手段等について現場の

概況を調査して記録（写真撮影含む）する。 
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第１０条 定期点検 

 

 「道路橋定期点検要領」に基づき、橋梁点検車、点検用足場、あるいは梯子等を用

いて、橋梁点検を近接目視にて行うとともに、点検対象部材の部材単位での健全性の

診断と、橋梁毎の健全性の診断を行う。また、必要に応じて橋梁台帳の記載事項を補

完する現地測量を行う。 

 なお、必要に応じて機械・機具を用いる場合は、それらの機器及び使用の範囲等に 

ついて発注者と協議するものとする。 

 点検作業時に、第三者被害の可能性のある損傷等（うき、剥離部）が確認された場 

合は、応急措置等臨機の措置を行うと共に、遅滞なく発注者に報告を行うものとする。 

 

 

第１１条 点検調書作成 

 

 点検結果をもとに、「長野県 定期点検要領」別紙６（状態の把握の記録様式 [県様

式（その 1～5）] ）及び別紙７（点検記録様式 [様式 1～3] ）に基づき点検調書を作

成する。この際の損傷度評価は「長野県 定期点検要領」付録１：橋梁点検チェック

シート[県様式（その 4-1～3）]の判断基準による。 

  

 

第１２条 報告書作成 

 

 本業務において作成した資料の整理、取りまとめを行う。取りまとめを行う資料は、

発注者との協議資料のほか、本業務を遂行するうえで作成した全ての資料（撮影した

全ての写真も含む）とする。 

 

 

第１３条 打合せ等 

 

 打合せは、業務着手時、各作業の中で主要な区切りの時点及び成果品納入時とする。 

なお、打合せ等は、土木設計業務等標準歩掛に基づき計上している。 

 ⒜ 業務着手時 

   業務計画書等をもとに、調査方法、内容等の打合せを行うとともに、業務遂行

のために必要な資料の貸与を行う。 

  貸与予定資料：橋梁台帳・過去の点検記録・その他資料。原本貸与資料について

は業務終了後、速やかに返納するものとする 

⒝ 中間打合せ 

  「現地踏査終了時」及び「現地での点検終了時」において、中間打合せを２回

行うことを標準とする。 
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⒞ 成果品納入時 

  本業務のとりまとめが完了した時点で打合せを行うものとする。 

 

 

第１４条 道路使用許可申請 

 

 道路使用（通行止め申請含む）許可申請を行う場合は、申請に必要な書類等を作成

するものとし、必要に応じて地元区長の記名・押印した同意書を添付して発注者の承

諾を得た後、道路使用許可申請を行わなければならない。 

 

 

第１５条 成果品の提出 

 

 本業務の成果品は以下のとおりとする。 

① 報告書 

  本業務において作成した資料や打合せ記録簿、点検表記録等を取りまとめた全て

の報告書を２部提出。なお、各報告書には電子媒体を添付するものとする。 

 ②電子媒体（CD-R、DVD）内容 

  ・各報告書内容を PDF 化 

  ・本業務で作成した Word、Excel 及び作図した CAD（種類 SFC） 

  ・写真集（撮影した全ての写真） 

 

 

第１６条 安全管理 

 

 受注者は、交通状況に即した適正な保安施設を設けるなどして、安全管理に努める

ものとする。 

 

 

第１７条 沿道対応 

 

 本業務実施中、沿道の住民及び道路利用者より苦情があった場合には、受注者にお

いて丁寧に対応するものとし、その結果を発注者に報告するものとする。 

 

 

第１８条 秘密の保持 

 

 受注者は、この契約による事務に関して知り得た個人情報の内容を、みだりに他人

に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。この契約が終了し、又は解除され

た後においても同様とする。 



- 5 - 

 

第１９条 受注者の義務等 

 

 橋梁台帳及び点検者が必要な資料等の貸与については、発注者と協議して貸与を受

けるものとするが、発注者に借用書を提出するものとする。 

 緊急対策が必要な場合は、必要な部位に対する詳細調査等の方法及び緊急対策方法

の概算数量、並びに概算金額等の提案を行わなければならない。 

 

 

第２０条 その他 

 

 歩掛については、【「橋梁定期点検業務積算基準及び標準歩掛」令和８年４月 長野

県建設部道路管理課】を準用して積算している。 

 

 

第２１条 疑義 

 

 受注者は、本業務の実施にあたり疑義が生じた場合には、発注者と協議を行うもの

とする。 


